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Abstract: 他人の不幸を喜ぶ感情であるシャーデンフロイデの研究は，多くが観察・分析的に行わ
れてきた．本研究では構成論的アプローチから，生物がシャーデンフロイデを持つ意義を議論する．
実験では 2者が餌を奪い合う環境で計算機シミュレーションを行った．結果，他者モデルにより推
定した他者の心的状態からシャーデンフロイデに基づき行動するエージェント同士では，報酬の独
占が起こりにくく，シャーデンフロイデが生物種の協調的な生存戦略に寄与している可能性が示唆さ
れた．

1 はじめに

“他人の不幸は蜜の味”という言葉があるように，
我々はしばしば他人の不幸に対し喜びを覚えることが
ある．道徳的な観点からすると受け入れ難く思う一方
で，SNSによる誹謗中傷が問題視されている近年では
身近なところで体験される感情ともいえる．このよう
な仄暗い快感は，ドイツ語で”シャーデンフロイデ”
（Schadenfreude）と呼ばれている．一見，有害な感情
のようにも思えるが，その意義を解明することは人が
人へ行う中傷や加害行動への理解と改善に貢献する．本
研究では，シャーデンフロイデを引き起こすプロセスを
内部に設計したエージェントを用いた実験を行い，観測
結果からシャーデンフロイデに基づく意思決定がエー
ジェントの行動に与える影響を評価した．
他者に起こった不幸に対し“ざまをみろ”と喜んで
しまうその要因について，従来研究では社会的比較や
自尊感情，性差といった人が持ち得る特性に主眼を置
いたものが多く見られる [1, 2, 3]．このようにシャーデ
ンフロイデの喚起に関わる背景が明らかにされていく
一方で，加藤らの研究 [4]では，生物種としてシャーデ
ンフロイデを獲得したということは，シャーデンフロ
イデが結果的に生物種としての生存戦略に貢献をして
いると整理されている．ところが，シャーデンフロイ
デがあることで生物種の発展への寄与があるのかに注
目した研究は少ない．
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進化心理学の視点からシャーデンフロイデの機能を
議論した研究 [4]では，集団規範の維持がその効果とし
て挙げられていた．また自尊感情に注目した研究 [5]で
は，シャーデンフロイデの喚起と共有が，自尊感情に高
揚を与えると述べられている．しかし，人を対象とし
た分析では，個人が持つ倫理観がシャーデンフロイデ
の露出にブレーキをかけてしまう可能性や，個人の特
性が結果に与える影響について考慮する必要があった．
そこで本研究では，より原始的なシャーデンフロイ
デの効果を定量的に議論するため，計算機シミュレー
ションを用いた構成論的アプローチによってシャーデ
ンフロイデに基づく意思決定がエージェントの行動に
与える影響を評価する．実験では環境から行動を計算
するエージェントにシャーデンフロイデを引き起こす
プロセスの実装を行った．なお，エージェントの内部
状態を計算するモデルの設計には，他者モデルと自己
モデルと呼ばれるアーキテクチャを利用した．

2 関連研究

2.1 他者モデルと自己モデル

シャーデンフロイデにおける快感は他者の不幸によっ
てもたらされる．そのため，エージェントがシャーデ
ンフロイデによる快感を得るためには対象となる他者
が不幸に見舞われていることを認識できなくてはなら
ない．つまり，エージェントの設計において，他者が
不幸な状態にあるか把握する心的状態推定機能の存在
はシャーデンフロイデを抱くための前提といえる．
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図 1: シャーデンフロイデアーキテクチャ

本研究では他者モデル [7]を利用し，観測される環境
から他者の心的状態を推測することで他者の不幸を判
断する．本研究において他者モデルは，既存研究 [7]に
準じて，相手である「他者の心的状態や行動の推定モ
デル」と定義する．また，他者モデルと双対をなすモ
デルとして，自己モデルがある [7, 8]．本研究では，他
者モデルに対応させて，自己モデルを「自己の心的状
態や行動の決定モデル」と定義する．

2.2 シャーデンフロイデの前提条件

過去のシャーデンフロイデ研究より明らかにされた
喚起プロセスを概観した研究 [6]によると，シャーデン
フロイデを喚起する要因は以下の 3つと整理される．

妬み
他者との比較によって生じるネガティブな感情

社会的アイデンティティ
集団間における内集団・外集団との識別意識

正義
見舞われた不幸の妥当性

3 シャーデンフロイデアーキテクチ
ャの設計

本研究では自己モデルと他者モデルを利用し，他者
の振る舞いからシャーデンフロイデを引き起こすアー
キテクチャを設計した.

シャーデンフロイデアーキテクチャを図 1に示す.

3.1 自己観測・他者観測

エージェントが自己観測および他者観測として得ら
れる情報について以下を想定する．

総合的な餌の獲得数
自身が獲得した餌と他者が獲得した餌，それぞれ
の種類と総数

各座標
自身と相手の現在地座標と，各餌の現在地座標

なお，本実験は完全観測問題として設計しているため，
両エージェントとも同一の観測を得る．

3.2 心的状態決定/推定

自己の心的状態の決定は，2.2節で示したシャーデン
フロイデを喚起する前提条件に基づいて設計した．観
測で得られた餌の総数を元に，相手の獲得した餌が自
身よりも多いときは妬みを表す値を増加し，相手が取っ
た妨害行動が自身よりも多いときは正義を表す値を増
加した．このようにして算出された値を合計したもの
を，本実験では現在状況における不利益度を表す値と
して出力する．
他者の心的状態推定は，単層ニュートラルネットワー
ク用いる．活性関数には sigmoid関数とするため，他
者の心的状態を表す値は 0 ∼ 1の間を取る．推論フェー
ズでは，他者観測を入力として，他者心的状態を出力
する．学習フェーズでは，他者観測を入力として，他者
行動意図に基づいて逆算した他者心的状態を教師デー
タとして用いる．この際，他者心的状態は他者行動意
図のポジティブ/ネガティブな要素を抽出した表現であ
り，最も簡単な実装としては恒等写像とする．つまり，
他者行動意図が 1（ポジティブな行動意図）の場合は他
者心的状態も 1（ポジティブ），他者行動意図が 0（ネ
ガティブな行動意図）の場合は他者心的状態も 0（ネガ
ティブ）とする．

3.3 心的状態

自己心的状態には，2種類ある．1つは，シャーデン
フロイデを喚起しやすい状況の指数，もう 1つは報酬
値である．前者は，3.2節で説明した計算結果が格納さ
れる．後者は，シャーデンフロイデ喚起関数の出力値
である bool値が Trueである場合に，シャーデンフロ
イデを喚起しやすい状況の指数と同値の報酬値が格納
される．これは，抱えていた他者との格差が大きけれ
ば大きいほど，その他者が不幸に見舞われた際の自身
の快感情が大きくなることに対応している．
他者の心的状態は，3.2節で説明したニューラルネッ
トワークによって算出された，他者のネガティブ/ポジ
ティブの程度を表すスカラー値が格納される．



3.4 シャーデンフロイデ喚起関数

シャーデンフロイデ喚起関数は，入力が他者心的状
態であるスカラー値，出力はシャーデンフロイデを喚
起するか否かを表現する bool値である．他者心的状態
が一定閾値以下のとき，他者が不幸状態にあると推測
でき，シャーデンフロイデが喚起される．シャーデン
フロイデが喚起された場合，3.2節で説明した通り自己
心的状態に報酬値が格納される．
シャーデンフロイデ喚起関数が作用すると，本来で
は報酬の得られない筈の妨害行動で報酬が獲得できる．
この報酬は他人の不幸を喜ぶ時の快感に該当する．ま
た，行動意図の切り替えに用いられる心的状態の値の
うちシャーデンフロイデを喚起しやすい状況の指数に
ついて，初期化する．これにより，学習性無気力など
不利な状況に陥っているエージェントが学習や行動が
不能になる現象を瞬時に回避し，他者を不幸に陥れる
行動のために活動を活発化できる．
しかし，他者を不幸に陥れる行動を自らがとること
で，他者が不幸状態にあるということは，他者も同様
にシャーデンフロイデが喚起され自己を不幸に陥れる
行動をとり始める．さらに，他者を不幸に陥れること
によって，自己と他者の格差が減少するため，他者を
不幸に陥れることで得られる報酬は減少していく．そ
のため，他者の不幸によって得られる報酬が減少した
とき，エージェントはシャーデンフロイデによる報酬
の獲得から，順等にポジティブな報酬の獲得を目指す
行動に転じる．

3.5 行動意図決定/推定・行動意図

自己行動意図決定は，原則として一時刻前の自己行
動意図を再度選択する．ただし，自己心的状態の中の
シャーデンフロイデを喚起しやすい状況の指数が一定
の閾値を超えたときに，一時刻前の行動意図と逆の行
動意図を選択する．
他者行動意図決定は，他者心的状態（0.0–1.0）が 0.5

以上のとき 1，0.5未満のとき 0とする．
他者心的状態推定の学習フェーズでは，他者行動か
ら他者行動意図を逆算する．この際，一時刻前から現
在時刻にかけてエージェントがどのターゲットとの距
離を縮めたかによって，行動意図を推定する．

3.6 行動決定/推定・行動

自己行動決定と他者行動推定は，いずれも行動意図
で目指すゴールに近づくアクションを選択する．

4 実験

4.1 目的

本研究の目的はシャーデンフロイデに基づく意思決
定がエージェントの行動に及ぼす影響の評価である．そ
こで，現在置かれている環境から行動を決定するエー
ジェントを用いて，エージェントの自己モデルにシャー
デンフロイデを設計した．実験では，シャーデンフロ
イデを持つエージェントと持たないエージェント，そ
れぞれの行動を観測し，餌の獲得数の違いからシャー
デンフロイデが行動に及ぼす影響を評価する．

4.2 実験デザイン

交互に行動する 2体のエージェントが 15 × 15マス
のグリッドワールド上で餌を奪い合う環境を用意した．
餌は”natural cheese”と”harassment cheese”の 2種
類に分類され，環境の上方部と下方部にそれぞれ出現
する．グリッドワールド上では以上より，常に餌が 2

つ用意されている状態となっている．
また，どちらか一方でもエージェントが獲得すると，
出現範囲内より餌が再配置される仕組みとなっている．

4.3 報酬設定

報酬は獲得した餌の種類に応じて変化させた．natural
cheeseはエージェントからすると普通のチーズであり，
その獲得は自身への報酬となる．harassment cheeseの
獲得は，自身ではなく相手エージェントの報酬に影響
する．harassment cheeseとは相手エージェントにとっ
て取られたくないチーズであるため，その獲得は相手
エージェントに対する攻撃となる．餌と報酬の関係に
ついて以下に示す．

natural cheese 獲得したエージェントの報酬に +1

harassment cheese 相手エージェントの報酬に −1

以降 natural cheeseを NC，harassment cheeseを HC

と略称する．



図 2: Schadenfreude有

図 3: Schadenfreude無

5 結果

ニュートラルネットワークの学習率を 0.05とし，一
度につき 200回行動する試行を 100回行った．
2体のエージェントがそれぞれ獲得した NCの総数
について，シャーデンフロイデを持ったエージェント
同士の結果（図 2）では互いの獲得数に拮抗が見られ
た．一方，シャーデンフロイデを持たないエージェン
ト同士の結果（図 3）では，試行回数に伴い獲得数の
差が大きく開いた．そのような差が開く要因としては
エージェントの行動に関する設計が考えられる．本研
究で設計した 2体のエージェントは交互に行動するた
め，チーズの場所が両者の中心に位置した場合，先に
動くことのできるエージェントが優先的に獲得するこ
とができる，そのことが数の差を生んだ要因であると
推測する．

6 考察

実験結果より，シャーデンフロイデを持ったエージェ
ント同士による環境では NCの総獲得数が拮抗した．
シャーデンフロイデを持つエージェントは他者の不
幸を喜ぶため，自身が取った妨害行動に対して価値を
感じることができる．ここで述べる価値とは自身の報
酬のため，心地よく感じるシーンをエージェントは好
んで行動しているだけに過ぎない．その結果，自身の状
況が他者よりも社会的に比較して低いとき，他者が不
幸に見舞われた際に快感を感じるエージェントは，客
観的な状況判断を振り切ってでも他者の足を引っ張る
行動を止めなかったと推測できる．
「足を引っ張る姿は印象が悪い」，「後の協力関係にマ
イナスに影響してしまう」など，人は自身の振る舞い
に対して第三者的な評価視点を持っている．我々はこの
ような道徳的な判断や客観的な評価により，シャーデ
ンフロイデという感情が与える印象についてネガティ
ブに捉えている節がある．しかし，本研究で設計した
エージェントには自身の振る舞いに対する印象を客観
的に評価する設計を行っていない．そのため，エージェ
ントはシャーデンフロイデから得られる快感に従順で
あり，積極的に足を引っ張り合う行動を選択したと考
えられる．謂わば，本実験におけるエージェントは自
身が取った行動が周囲にどの様に評価されるのかを考
慮していない，自己中心的なエージェントと言える.

7 おわりに

本研究はシャーデンフロイデの持つ効果について，構
成論的アプローチによる実験と評価を行った．その結
果，シャーデンフロイデを持つエージェント同士の行
動には協調行動を示唆する特徴がみられた．
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